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原則がだんだん と崩れてい く現象が ある。





















アーリヤ人の社会が、バ ラモ ン・クシャ トリ
ヤ ・ヴァイシャに分かれ、ヴァイシャは農 ・
牧 ・商の全てという位置づけになっている。
しか し牧畜民がど うい う形で農業をす るの
か、そういうことが可能なのか、生態学的な
イメージがわかない。






























































へ と移行 してい くことは大変わか りやすい。
中心と周辺
























































り、帝 国の形成 と発展、支配の拡大 とと も
に、上から社会制度などが各地方に広げられ
ていくもの と考えるならば、マウリヤ帝国の
場合には各地での 「カース ト化」や 「アー リ












モンを招 き … という言葉には、 こうした
内容があるものと理解 している。
こうした視点は、デ リー諸王朝ムスリム支










「カース ト化」、 「アー リヤ化」が進行 して
いったとは考え られないか。
部落社会の秩序




























為 は、古 くか らさかんに行われているが、18
世紀の史料には村長などの小豪族がヒンドゥー




が、中世ではこのよ うな形で下か らの 「カー
ス ト化」、山崎さんの言 う 「アー リヤ化」が
行われていったのではないか。




辛島 ただ気になるのは、 「アー リヤ化」 と
いう視点で議論を続けていいのかという疑問
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力の間では支配の方便と して 「棲み分 け」が




























佐藤 ムガル帝国の支配下 に入 ったラージ
プー トの王国の王位は、皇帝の許認可を受け
ているが、それは王国における王位の継承を



















































神の中に、キリス トが1人 くらい入って も構
わないような感覚があるかもしれない。クリ
スマスを祝 って、 とげ抜 き地蔵にお参 りし








































であれば、王はクシャ トリヤでな くて もい
い。



























































佐藤 このような クシャ トリヤの意識が強調
されるようになったのは、ムス リム支配に関








リー、アーグラー、ア ワ ド、ア ッラーハー
バー ドの4州 では合計2人 、ビハール州0人














辛島 今の議論 も、王とクシャ トリヤが同じ
なのかどうかというのも非常にお もしろい議
論で、どこかでまた続けていきたいと思 う。
というのも東南アジアになぜカース ト制度が
入 らなか ったかというのが、この問題にも関
連 して重要な議論になると思うからだ。その
前提として、なぜカース ト制度がイン ド全域
に広がり得たのかという問題をイン ド側とし
て答える必要があるだろう。
インドの全域でカース ト制が定着 し、イン
ド的な社会が成立 している。歴史を通 じてそ
れがあるか らこそ、インドというまとまりで
我 々は議論 しうる基盤になっている。カース
ト制度が定着 していく過程で、王権が一つの
ポイントとなることは確かだ。 しかし王権の
存在とその役割だけでそれが説明できるかは
疑問である。その事 も含めて、なぜイン ドの
中でカース ト制度が広がり得たか、なぜ東南
アジアではカース ト制が根づかなかったのか
という議論ができればいいと思う。これを明
日の予告質問としておきたい。
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